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議事録（概要版） 
 

会 議 名 2018年度（平成 30年度） 第 1回 福山市男女共同参画審議会 

議   題 

報告事項：(1)2017年度（平成 29年度）福山市男女共同参画基本計画（第 3次）の年次報

告について 

(2)審議会等への女性の参画状況について 

(3)2018年度（平成 30年度）福山市男女共同参画推進計画について 

協議事項：(1)福山市男女共同参画推進表彰について 

日   時 

場   所 

2018年（平成 30年）8月 7日（火）14：00～   

福山市男女共同参画センター大会議室 

出 席 者 

 

欠 席 者 

事 務 局 

松永委員，中安委員，正保委員，齋藤委員，小田委員，岡本委員，鈴木委員，鎌倉委員，

小林委員，瀬戸田委員，武井委員，東城委員 

小柴委員，廣中委員，山本委員 

スポーツ・青少年女性担当部長，青少年・女性活躍推進課長，雇用労働担当課長 ほか 

傍   聴 なし 

 

１ 報告事項 

(1) 2017年度（平成 29年度）福山市男女共同参画基本計画（第 3次）の年次報告について 

(2) 審議会等への女性の参画状況について 

(3) 2018年度（平成 30年度）福山市男女共同参画推進計画について 

→ 事務局が一括で説明し，続いて質疑応答を行った。 

 

質疑 応答 

 

① 男女共同参画の意識啓発事業について，男女

共同参画フォーラム講演会やセミナーなどを

毎年同じような事業を実施しているが，その他

に何か実施していることはあるか？ 

 

 

 

 

② 年次報告の報告書の中で，健康教室の参加者

数が 9,260 人となっているが,どのような内容

の教室を実施しているか。 

 

 

 

③ LGBT に係る相談実績はあるのか。現状を踏ま

えて,今後の考えをお聞きしたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① セミナーなど毎年工夫を加えながら，より実効

性がある事業となるよう心がけて，事業に取り組

んでいるが，同じような内容が続いている。 

  しかし，今年度から，新しく男女共同参画基本

計画（第 4次）として事業を実施していくため，

具体的に新たな試みを模索しながら，取り組んで

いく。 

 

② 高齢者支援課が担当課として,高齢者を対象に

した運動教室や口腔に関する教室,食に関する教

室を実施しており,2017 年度は全体で 728 回実施

した。 

 

 

③ LGBT に係る相談について,男女共同参画センタ

ーでは昨年度 1～2件の相談があり,今年度も継続

的に相談に来られている。 

また，LGBT を含めた人権問題の啓発について,

窓口は人権・生涯学習課であり,様々な人権問題

の啓発に取り組んでいる。 

  LGBTについて，現在新たな課題としてクローズ

アップされていることから，相談があれば，関係

課と連携して十分に対応していく。 
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④ 審議会等への女性の参画状況について，昨年

度と比べ数値が下がっていることから，他の市

町村がどのような良い取組を行っているのか

調査し，条例に男女比の割合を 4：6 以内にす

るを明記するなど，数値が上がるような取組を

行ってほしい。 

 

 

 

④ ここ数年，同じような数値が推移しており，本

課としても，他市町村の先進的事例を踏まえて，

数値が上がるよう取組を検討していく。 

 

 

 

 

２ 協議事項 

(1) 福山市男女共同参画推進表彰について 

  →事務局から諮問，説明し，質疑応答を行った上，諮問案どおり認める旨の答申を得た。 

 

質疑 応答 

 

① ふくやまワーク・ライフ・バランス認定制度

の認定基準表の中で，セクシュアルハラスメン

トの対策に係る取組にチェックが入っていな

いが，取組は行っていないのか。 

 

 

② 今回の事業者は総合職と一般職があるが，処

遇の差などについて，調査しているのか。 

 

 

③ ふくやまワーク・ライフ・バランス認定制度

の認定基準表の項目について，法的義務として

チェックしなければならない項目なのか，もし

くは法を上回る取組を行っている項目なのか

分からない。今回の事業者が表彰に該当するよ

うな取組が分かるように，基準表を一度見直し

てほしい。 

 

④ 今回の事業者は，非正規従業員の女性の割合

が多いが，これは，従業員本人の意思によるも

のなのか，事業者側の都合によるものなのか，

教えてほしい。 

 

 

① 今回の事業者へ訪問し，聞き取り調査を行った

ところ，申請時にチェックを洩らしており，実際

は，セクシュアルハラスメントの対策に係る規定

を設けたり，昨年度は顧問弁護士による講習会を

実施している。 

 

② 処遇の差などについては，調査ができていない

ため，今後，事業者との話の中で，情報収集を行

っていく。 

 

③ 今回のご意見を踏まえ，認定基準表の見直しを

検討していく。 

 

 

 

 

 

 

④ 事業者側の事情があるかもしれないが，フルタ

イムで働くことが難しい女性が多い現状である

ことから，女性の非正規従業員が多いと本市では

考えている。 

  また，今回の事業者は障がい者雇用を積極的に

行っており，従業員本人の考えを踏まえた結果に

なっていると考えている。  

 

 

 

 

 

 

 


